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謝
恩
会
も
合
同
で 

 

卒
業
祝
賀
・
謝
恩
パ
ー
テ
ィ

ー
は
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学

院
、
大
学
三
学
部
、
短
大
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
祝
宴
を
ス
タ

ー
ト
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
あ
と
全
体
会
が
、
大

学
・
短
大
合
同
で
初
め
て
行
わ

れ
、
宮
本
匡
章
学
園
長
の
祝
辞

に
続
い
て
、
石
田
学
長
が
乾
杯

の
発
声
を
行
い
、
卒
業
生
の
前

途
を
祝
し
ま
し
た
。 

留
学
生
が
学
長
に
出
発
挨
拶 

 

四
月
か
ら
英
国
エ
ク
セ
タ
ー

大
学
に
一
年
間
留
学
す
る
文
学

部
国
際
文
化
学
科
一
年
の
北
洵

子
さ
ん
と
、
同
二
年
の
前
田
哲

宏
君
が
三
月
十
七
日
、
石
田
寛

人
学
長
を
訪
ね
、
出
発
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
＝
写
真
左
＝
。 

 

石
田
学
長
は
「
あ
せ
ら
ず
、 

 

答
辞
を
読
む
大
学
卒
業
生
代

表
の
安
田
麻
里
さ
ん 

世のため人のために行動を 

石
田
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・
学
位
記
を
受
け
る
美
術

文
化
学
部
の
学
科
代
表 

 

＝
石
川
厚
生
年
金
会
館 

 

謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
全
体
会
で
乾

杯
の
発
声
を
す
る
石
田
学
長 

 

短
大
卒
業
生
代
表
で
答
辞
を

読
む
中
谷
有
香
さ
ん 

理
事
長
告
辞
（
抜
粋
） 

 

は
な
む
け
に
「
少
し
は
世
の

た
め
、
人
の
た
め
に
行
動
し
よ

う
」
と
い
う
言
葉
を
贈
る
。
自

己
中
心
主
義
（
自
己
中
）
は
実

社
会
で
は
相
手
に
さ
れ
な
く
な

る
。
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
守
り
、

周
囲
や
人
に
気
を
配
る
こ
と
で

自
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
。
情
け

は
人
の
た
め
な
ら
ず
で
あ
る
。 

 

学
長
式
辞
（
抜
粋
） 
 

社
会
に
待
ち
受
け
る
障
害
を

乗
り
越
え
る
に
は
、
学
校
で
学

び
身
に
付
け
た
こ
と
、
人
間
の

基
本
基
礎
に
立
ち
返
る
の
が
正

統
な
方
法
で
あ
る
。
社
会
の
崩

壊
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

円
満
な
人
間
関
係
を
構
築
し

て
、
信
頼
し
う
る
社
会
の
構
成

員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

 

金
沢
学
院
大
学
大
学
院
の
第
六
回
学
位
記
授

与
式
、
金
沢
学
院
大
学
の
第
十
六
回
卒
業
証

書
・
学
位
記
授
与
式
、
金
沢
学
院
短
期
大
学
の

第
五
十
五
回
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
は
三 

 
 
 
 
 
 

月
十
八
日
、
金
沢
市
の
石
川 

 
 
 
 
 
 

厚
生
年
金
会
館
で
行
わ
れ
、 

 
 
 
 
 
 

美
術
文
化
専
攻
科
の
二
期
生 

を
含
む
四
百
九
十
四
人
が
門
出
を
迎
え
ま
し 

た
。
学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
今
年
度 

か
ら
短
期
大
学
の
卒
業
生
に
「
短
期
大
学
士
」 

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 
学
院
大
・
短
大 

卒
業
式 

 

石
田
寛
人
学
長
が
、
短
大
、

大
学
、
美
術
文
化
専
攻
科
、

大
学
院
の
各
代
表
十
三
人
に

卒
業
証
書
、
修
了
証
書
、
学

位
記
を
授
与
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
成
績
優
秀
者
三
十
一

人
に
対
す
る
学
長
褒
賞
を
大

学
、
短
大
の
代
表
五
人
に
手

渡
し
ま
し
た
。 

 

石
田
学
長
の
式
辞
、
飛
田

秀
一
学
校
法
人
金
沢
学
院
理

事
長
の
告
辞
に
続
い
て
、
奥

田
栄
美
子
短
大
同
窓
会
長
が

「
明
朗
、
誠
実
、
健
康
に
心 

が
け
て
ほ
し
い
」
、下
置
宏
子
大

学
同
窓
会
長
が
「
経
験
が
実
績

を
生
み
、
自
信
に
つ
な
が
る
」

と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

答
辞
で
は
、
短
大
卒
業
生
代

表
の
中
谷
有
香
さ
ん
が
「
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

で
あ
り
た
い
」
、
大
学
卒
業
生
代

表
の
安
田
麻
里
さ
ん
は
「
現
状

に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
前
進
す

る
た
め
日
々
努
力
し
、
本
学
卒 

業
生
の
名
に
恥
じ
な
い
行
動
を

心
が
け
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。 

 

学
部
、
学
科
、
専
攻
科
、
大

学
院
の
代
表
は
次
の
皆
さ
ん
。 

 

▽
卒
業
証
書
・
学
位
記 

水
上

真
由
美
（
言
コ
ミ
）
黒
川
佳
奈
子
（
生

活
デ
）
佐
々
木
暢
子
（
食
物
栄
養
） 

杉
山
有
希
（
日
文
）
紙
谷
松
美
（
国

際
）
北
野
敦
士
（
経
情
）
永
嶋
裕
子

（
産
情
）
山
田
茂
雄
（
ネ
ッ
ト
）
小

林
公
美
（
美
工
）
新
田
恵
未
（
情
デ
）

中
村
慎
吾
（
文
化
財
）青
木
良
識
（
美

工
専
攻
）
佐
伯
健
司
（
研
究
科
） 

 

▽
学
長
褒
賞 

清
澤
幸
（
言
コ

ミ
）
松
本
紗
耶
加
（
生
活
文
化
）
佐

賀
幸
子
（
文
）
中
川
真
生
（
経
営
情

報
）
舟
津
梨
花
（
美
術
文
化
） 

金
沢
大
学
に
２
人
合
格 

 

金
沢
大
学
の
平
成
十
八
年
度

入
試
で
、
金
沢
学
院
東
高
校
か

ら
二
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
国
公
立
関
係
で
は
、
富

山
大
学
に
二
人
、
新
潟
大
学
、

電
気
通
信
大
学
、
石
川
県
立
看

護
大
学
、
防
衛
大
学
校
に
各
一

人
が
合
格
し
ま
し
た
。 

 

松
田
さ
ん
日
春
展
初
入
選 

 

日
本
画
の
第
四
十
一
回
日
春

展
で
、
金
沢
学
院
大
学
美
術
文

化
学
部
三
年
の
松
田
響
子
さ
ん

の
「
こ
こ
ち
良
い
時
間
」
が
初

入
選
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
関

係
で
は
、
卒
業
生
の
萩
野
佳
乃

子
さ
ん
（
金
沢
大
学
大
学
院
）

も
初
入
選
し
、
四
月
か
ら
本
学

教
員
に
採
用
と
な
る
長
谷
川
雅

也
さ
ん
が
再
入
選
し
ま
し
た
。 

肩
の
力
を

抜
い
て
、

い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を

学
び
、
大

き
く
成
長

し
て
ほ
し

い
」
と
激

励
し
ま
し

た
。 


